	年度
	校種
	講座番号

	平成２７年度
	小・中・高・特
	２７０１


育児休業からの復帰支援のための研修会
１　目的

岐阜県教育委員会では，次世代育成支援の一環として「育児休業復帰支援事業」を開催します。育児休業の間に社会の動向，児童生徒の実態等の変化などもあり，戸惑うことも多くなると考えます。そんな不安を少しでも解消し，今後のキャリアデザインを描いていくため，また，円滑な復帰を目指し，研修会及び相談会を実施します。

２　期日・会場　　　　　　　　　　　　　　　　※各会場に託児会場を設置（9:30～16:00）
第１回　平成２７年　７月１６日（木） 　岐阜県総合教育センター　　２棟１階２研修室
（託児会場　３棟２階和室等）

第２回　平成２７年　９月　２日（水）　 高山市総合福祉センター　　３階作業室
（託児会場　３階保育宿泊室）
第３回　平成２７年１１月　５日（木）　 土岐市文化プラザ　　　　　３階第５研修室
（託児会場　３階和室　志野・織部）
第４回　平成２７年１１月２７日（金）　 岐阜県総合教育センター　　２棟１階２研修室
（託児会場　３棟２階和室等）
３　日程（案）
	期　日
	時　刻
	研　修　内　容
	講　師

	7/16
（木）
9/2
（水）

11/5
（木）

11/27
（金）
	９：３０
	【受付】
	

	
	１０：００
１０：０５
	【オリエンテーション】
・講座の目的，趣旨，日程説明
	講座担当者


	
	１０：０５

１０：４５
	【講話】「教育現場の今日的課題」

・教育現場で現在課題となっている事柄と，それらに対処するためのポイント
	教育研修課

課長補佐

	
	１０：５５

１１：３５
	【講話】
「安心して子どもを生み育てることができる岐阜県づくり」

・「安心して子どもを生み育てることができる岐阜県づくり基本計画」に示された施策をもとに，仕事と育児の両立を目指す女性を支えるために，県では具体的にどのような支援がされているか。それらをどのように活用していくことが，よりよい復帰に向かうことになるのか。
	健康福祉部
子育て支援課長



	
	１１：３５

１１：５０
	【交流会】

「復帰に向けて今考えていること・取り組んでいること」
	講座担当者

	
	１１：５０

１２：５０
	昼食・休憩
・託児依頼の方はお子さんと共に食事をとる
	

	
	１２：５０

１３：３０
	【講話】
「発達障がいの児童生徒に対する理解と支援の在り方」

・様々な児童生徒の実態に応えるための，特別支援教育の観点から大切にしたい児童生徒観，指導観について
	教育研修課

特別支援担当



	
	１３：３０

１４：１０
	【講話】

「育児休業から円滑な復帰のために」

・「教師として，母として」喜びを感じとれる復帰のために大切にすること
	女性管理職

第１回

岐阜市立則武小学校　今井田　裕子校長　　

第２回

高山市立西小学校　
千嶋　佐代子校長　

第３回

土岐市立濃南小学校　石垣　寿子校長　　　

第４回

笠松町立笠松小学校　近藤　栄美子校長

	
	１４：２０

１５：００
	【講話】「描こうキャリアデザイン」

・輝く瞳と素敵な笑顔を求めて
	教職員課

課長補佐

	
	１５：００
	研修のまとめ及び終わりのあいさつ
アンケート記入，提出
	

	
	１６：００
	【個別相談会】

別会場にて開催　　　　　　　　

希望者は，事前申し込み及び当日申し込み可

・一人につき１５分程度の予定
	教育相談担当者

関係教育事務所

課長補佐


４　研修会の該当者

　　平成２７年９月１日～平成２８年８月３１日の期間に復帰予定の教職員

　　・小中学校の教職員については，上記の該当者の在籍する学校に対して，実施要項及び申込用紙を送付する。その際，教育事務所を通じて，市町村教育委員会から学校に電子メールにて周知する。
　　・高等学校・特別支援学校の教職員については，上記の該当者の在籍する学校に対して，実施要項及び申込用紙を電子メールにて送付する。

５　申し込み方法

　　　申し込みは郵送にて，教育研修課　育児復帰支援担当者宛てに「別紙1　申込用紙」を送付する。２次案内送付用の封筒（返信用として住所及び氏名を記入し，８２円切手添付済みのもの）を同封する。２次案内の到着をもって，受付完了とする。尚，２次案内は１ヶ月前を目途に郵送する。

６　その他

　・当日は，託児会場を設置する。部屋は複数準備し，救護室を設ける。
　・託児の依頼は，開催日の１ヶ月前を締め切りとする。特別な事情がある場合は相談に応じる。
